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ス
ポ
ー
ツ
の
秋

例
年
に
な
い
秋
の
な
が
雨

し
か
し
南
北
小
学
校
の
運
動
会
は

狭
晴
に
め
ぐ
ま
れ
た

蘇

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
も
侵
さ
れ
ず
「

公
害
に
な
や
ま
さ
れ
る
こ
ど
も
な
い

こ
こ
で
は
　
た
だ
　
ひ
た
す
ら
に
、

勉
強
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
：
…

緑
と
、
太
陽
と
、
黒
々
と
し
た
土

こ
の
自
然
を
　
永
遠
に

こ
の
子
た
ち
の
手
で

　
　
　
　
守
っ
て
ほ
し
い

（11月1日現在）面積・…22．34平方キロ世帯…11670＜村勢＞総人口…7，929（男3，943女3，986）
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昭
和
四
十
五
年
度
の
一
般
会
計
を
は

じ
め
、
国
保
特
別
会
計
貞
水
道
事
業
会

計
の
決
算
は
、
．
九
月
二
十
五
日
か
ら
三

日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
、
村
議

会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

そ
の
あ
ら
ま
し
を
、
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。」

般
会
計
の
決
算

　
歳
入
総
額
二
億
六
千
九
百
五
十
二
万

四
千
八
百
五
十
六
円
に
対
し
て
、
歳
出

額
は
、
二
億
五
千
三
百
七
十
三
万
七
千

四
百
五
十
七
円
で
、
差
し
引
き
一
千
五

百
七
十
八
万
七
千
三
百
九
十
九
円
の
残

額
を
、
昭
和
四
十
六
年
度
に
繰
り
越
し

ま
し
た
。
』

や施設の拡充
3億3，千575万円

　
歳
入
歳
出
額
と
も
、
前
年
に
対
し
て

わ
ず
か
に
下
ま
わ
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
を
一
世
帯
当
り
に
し
て
み
ま
す
と

歳
入
で
は
、
十
六
万
六
千
百
六
十
八
円

歳
出
で
は
、
十
五
万
六
千
四
百
三
十
五

一般会計決算と財政の組みたて

建設事業費　、

、1騨易千F

円
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
、
村
税
と
し
て
み
な
さ
ん

に
納
め
て
い
た
だ
い
た
額
は
・
下
の
表

の
と
お
り
、
一
世
帯
当
り
三
万
九
千
九

百
二
十
四
円
で
す
。

　
　
　
　
　
　
北
小
屋
体
建
設
や

　
　
　
　
　
　
道
路
舗
装
な
ど

し

の他
194千円

12．2％

　
　
円

　
）
千

出
別
7

　
資
7
3

歳
性
亀

　
（
2
5

　　　そ（
働11・】

牛勿質・費

31，535千円

　12．4％

人件費
73，196一千円
　　　　　28．9％

饗簗轟篇欝辮

訳内の出歳

し

○みなさんの税金○みなさんの税金
諸支出金13，000千1『11

　　　　　　割　合

欝懲・
　　　　　●

　衛生費7，124千円

　　　　　　　　　■
種　　別 税　　額 一世帯当り

二L木費63，640千円

　　　　　割　合　一　　　　．

固定費産税 　　　　　円25，856，440 　　　門15，941

村　　民　税 22，227，641 13，704 礁欝・
たばこ消費税 8，622，930 5，316

教育費　61，337千円

口継諏，
　　　　　7，890円

議会費’10，476干円

過」蕊
消防費6，700千円

　　　　　割　　　合
ソし　　　　　　2．7％

急グ眠誼

電気ガス税 41515，866 2，784

軽自動車税 3，534，500 2，179

合　　　　計　64，757，377 39，924

　　　　　　　　　　　臼（1，622世帯）

○経費の内訳’

一　　1，348円
農林水産業費37，773千円・

、’賊　　」》　割　合

民生費　8，309千円

　　　　　割　　合建～

　　　　　3．3％
　莫　村民諌当り
　　　　　1，06g円

商1：費1，267mP

　　　　　　割　　合
響　　　　　　0．5％

　　　　　　　　　r　　　　村民 汰当り

　　　　　　163円

種別 支出額 単位 経費 藪，，骸当，
小学校費 　　　　1－141，832，105 児童一人

当　　　り
60，017円 づ孫§1ミし4，85g円

中学校費 7，060，823 生徒一人
当　　　り

15，726 　　　36，146壬円

　　　、　　　　割　　合

灘郵灘り
　　　　　　4，650円

公飲費7，％5千円

　　　　　　割　　合

〃欝村幽
　　　　　1024円
　　　　　　，

歳出合計253，737千円

…世帯当り（1622戸）

　　156。435円
人rl ・人当り（7444人）

　　32，639円

’幼稚園費 4，611，963 園児一人
当　　　り

38，433

¶
農
榊

産
業
　
　
　 費

37，278，008 農家当り 36，263

商工費
’
1
，

267，000 一業者当 5，，416

し
o

（1，622世帯）

○経費の内訳
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薯士

衣舗路道

歳出総額計会
般
保
道

一
国
水

　
　
　
一
般
会
計
の

　
　
　
　
事
業
の
あ
ら
ま
し

○
聡
務
関
係
酉

　
納
税
組
合
の
統
合
や
育
成
、
広
報
発

行
、
交
通
安
全
対
策
や
交
通
災
害
共
済

事
業

O
消
防
関
係

　
消
火
栓
や
防
火
水
そ
う
の
設
置
、
可

搬
式
ポ
ン
ヲ
の
購
入
な
ど
消
防
力
の
強

化
、
・
・
救
急
業
務
委
託
事
業

O
厚
生
関
係
引

　
各
種
福
祉
団
体
育
成
事
業
、
老
令
年

金
の
交
付
や
老
人
福
祉
対
策
事
業
、
国

．
民
年
金
事
業
、
児
童
遊
園
地
設
置
の
補

助
、
各
種
検
診
や
予
防
接
種
の
保
健
衛

生
事
業
、
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

助
産
事
業
．

　
　
　
　
　
（
　
（

O
産
業
・
土
地
改
良
関
係

　
各
種
農
業
・
商
工
団
体
の
育
成
、
土

地
改
良
事
業
、
農
免
道
路
整
備
事
業
、

病
害
虫
防
除
事
業
、
猟
区
運
営
事
業

O
土
木
関
係

　
防
犯
灯
の
新
設
・
維
持
補
修
、
交
通

安
全
施
設
事
業
、
道
路
の
維
持
補
修
、

道
路
舗
装
事
業
（
下
押
切
、
樋
春
南
、

成
沢
、
須
賀
広
、
小
江
川
、
千
代
地
内
）

O
教
育
関
係

　
北
小
体
育
館
の
建
設
、
幼
稚
園
の
運

営
事
業
、
社
会
教
育
事
業

　
　
　
　
　
水
道
事
業

　
　
　
　
　
特
別
会
計

　
昭
和
四
十
五
年
度
の
水
道
事
業
は
、

給
水
量
五
十
一
万
四
千
ト
ン
で
、
前
年

に
対
し
て
三
十
二
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
増

と
、
急
激
な
の
び
を
み
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
加
入
戸
数
千
三
百
四
十
八

戸
、
給
水
人
口
七
千
二
百
十
九
人
と
、

加
入
率
の
増
加
と
、
工
場
の
新
設
な
ど

に
よ
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
需
要
の
伸
び
が
今
後
も

続
く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
村

で
は
四
十
五
年
度
・
四
十
六
年
度
の
二

か
年
継
続
事
業
と
し
て
、
水
道
施
設
の

拡
張
強
化
を
は
か
り
、
需
要
増
に
対
処

し
て
お
り
ま
す
。

　
四
十
五
年
度
分
と
し
て
は
、
工
事
費

二
千
四
百
九
十
五
万
円
で
、
第
三
水
源

井
の
掘
さ
く
や
、
送
配
水
管
の
布
設
な

ど
の
事
業
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

◎
収
益
的
収
入
と
支
出

　
収
入
　
二
千
七
十
八
万
七
千
円

　
支
出
　
一
千
九
百
七
十
八
万
八
千
円

　
利
益
　
九
十
九
万
九
千
円

◎
資
本
的
収
入
と
支
出

　
収
入
　
一
千
八
百
六
十
八
万
六
千
円

　
支
出
　
二
千
六
百
十
四
万
五
千
円

　
不
足
額
　
七
百
四
十
五
万
九
千
円

　
資
本
的
収
入
支
出
の
不
足
額
に
つ
い

て
は
、
前
年
度
の
留
保
資
金
で
補
て
ん

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
年
度
末
の
合
計
は
、
九
百
三

十
万
円
の
赤
字
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

　
　
　
特
別
会
計

　
昭
和
四
十
五
年
度
の
歳
入
総
額
四
千

八
百
二
十
万
六
千
九
百
七
十
六
円
に
対

し
て
、
歳
出
総
額
は
三
千
六
百
七
万
五

千
六
百
六
十
六
円
と
な
り
、
残
額
一
千

二
百
十
三
万
一
千
三
百
十
円
を
、
四
十

六
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　
こ
の
内
容
に
つ
い
て
み
ま
す
と
、
保

険
税
は
、
前
年
に
対
し
て
二
十
七
・
四

パ
ー
セ
ン
ト
増
で
、
一
世
帯
あ
た
り
一

万
六
千
五
百
三
十
八
円
と
な
り
ま
し
た

　
ま
た
、
診
療
費
に
つ
い
て
は
、
九
・

七
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
で
、
一
世
帯
あ
た

り
二
万
九
千
二
百
五
十
一
円
に
も
の
ぼ

り
、
一
年
間
に
一
人
平
均
十
二
日
、
・
医

者
に
か
か
つ
た
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

、r＼　　　＼

（
，

昭和45年度決算と国保事業のしくみ
口IIIq

畷
聡

劇
鼎
の

健
育
そその他の支出

75，491円
1．0％

費
珊

設
7
2
％

施
4
，
＆

険
3
3

保
L

総務費3，824，412円10．6％

療養費・その他2．7％

　976，173円

費
費
費
ト
他

　
　
　
ツ

産
祭
児
セ
の

　
　
　
ル

助
葬
育
コ
そ

　　　療養の給付
　　・29，864，865円

鳶
雛

　　　　　　　　　　　　　　　セ

、栖．そ認頒

酵’曳灘
治療費の3割　　　　　　　㎜

その他の収入
1．107，303円2．3％

Olo7

＼繰入金
　2、，000，000F

＼　4．2％ノ

線越金　　　　　保　険　税’
7，630，385円　　　16β40・120円

　　　　　　　　　　34．9％
　15．8％
　　　　　歳　入
　　　　48，206，976

　　　　　　　　円

国県補助金
20，629，168円

　　　42．8％

詔

儲
藷

加

購
　
［
【
二

。
。
鷲

｝、一
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献
血
互
助
会
で
き
る

　
　
　
　
　
　
当
初
加
入
者
は
八
百
余
人

　
　
　
第
一
回
採
血
は
十
二
月
二
十
六
日

　
「
一
家
に
一
冊
、
献
血
手
帳
を
」
を

目
標
に
、
区
長
さ
ん
、
班
長
さ
ん
、
そ

の
他
各
組
織
の
役
員
さ
ん
ゆ
絶
大
な
ご

協
力
に
ぽ
っ
て
、
十
月
一
日
現
在
八
百

十
三
人
の
加
入
者
を
得
て
、
献
血
組
織

を
結
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

！
こ
の
主
旨
に
賛
同
し
、
組
織
に
加
入

し
て
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
に
、
，
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
採
血
は
医
師
の
検
診
の
も
と
に

　
採
血
は
、
献
血
者
が
五
十
人
以
上
ま

と
ま
る
と
、
埼
・
玉
県
血
液
セ
ソ
タ
ー
か

ら
採
血
車
が
出
張
し
で
き
ま
す
。

　
採
血
は
こ
わ
く
も
な
く
、
か
ら
だ
に

悪
い
影
響
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
も
、
ま
っ

た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
採
血
の
前
に
は
医
師
が
検
診
し
、
基

準
に
合
わ
な
か
っ
た
り
、
か
ら
だ
の
調

子
で
無
理
と
考
え
た
と
き
に
は
、
絶
対

に
採
血
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
献
血
さ
れ
た
血
液
は
厳
重
に

検
査
さ
れ
、
も
し
異
常
が
認
め
ら
れ
れ

ば
、
秘
密
に
本
人
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

・
第
・
］
回
採
血
は
十
二
月
二
十
六
日

　
村
で
は
、
第
一
回
目
の
採
血
を
十
二

月
二
十
六
目
の
日
曜
日
に
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
臼
曜
日
の
採
血
で
す
か
ら
、

日
曜
日
で
な
け
れ
ば
都
合
の
悪
い
人
に

な
る
べ
く
、
献
血
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
二
月
、
三
月
に
も
採
血

を
行
な
う
予
定
で
す
が
、
み
な
さ
ん
は

年
一
回
の
献
血
を
し
て
い
た
だ
け
ば
よ

い
の
で
す
か
ら
、
ご
都
合
く
だ
さ
い
。

　
献
血
互
助
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
い
ま
、
村
に
は
献
血
互
助
会
が
結
成

さ
れ
、
八
百
余
人
の
会
員
が
お
り
ま
す

会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
年
一
向
の
献
血
に
よ

っ
て
、
村
全
体
の
血
液
の
需
要
が
み
た

さ
れ
る
の
で
す
。
餉

　
昨
目
ま
で
元
気
に
語
り
合
い
、
・
働
い

て
い
た
一
人
の
生
命
が
、
も
し
一
瞬
に

し
て
紙
・
一
重
の
状
態
に
な
？
た
と
き
．
噛

血
液
の
補
給
億
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
し
ょ
う
。

　
一
人
よ
う
二
人
、
二
人
よ
り
三
人
、

献血組織加入者数
　　　（ユ0月1日現写
字聖名 世帯数 加入者数

成　　沢 一250 124

三　　本 120 二59

上新由 61 43

上押切 94 61

下押切 63 50．

樋春北 95 88

樋春南 53 29

御正新田 225 58

痴賀広 68 58

野　　原 82 54

小江川 211 32

塩 50 24

板　井 127 55

柴 18 26

千　　代 54 46

、試験場 11， 6

計 1，582 813

な
に
ご
と
に
つ
い
て
も
団
結
の
力
は
、

非
常
に
た
い
ぜ
つ
な
の
で
す
。

A
型
の
人
罎
A
型
、
B
型
の
人
論
㎜

は
B
型
の
血
液
と
、
大
ぜ
い
集
ま
る
姦
…

ど
助
け
A
月
》
の
効
果
は
大
き
い
の
で
す
制
…
…
㎜

養
褄
～
献
血
親
織
に
噸
入
　

』お知らせ

　．→…漁

ヤ嚇讐』

拠
出
制
国
民
年
金
の

　
　
　
　
　
　
支
給
は
じ
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
よ
い
よ
本
年
度
か
ら
、
拠
出
制
の

）

＼）

置喜ぴの受給笥縢麟〔年金証書

国
民
年
金
の
支
給
が
は
じ
ま
り
ま
し
売

、
村
で
は
、
八
月
十
四
日
、
支
給
の
決

定
し
た
九
人
の
か
た
が
た
に
、
年
金
証

書
の
交
付
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
今
回
支
払
わ
れ
た
め
は
、
五
月
か
ら

七
月
ま
で
の
三
か
月
分
で
、
金
額
は
、

一
万
五
千
円
で
す
。
こ
れ
は
、
十
年
間

か
け
金
を
き
ち
ん
と
納
め
て
六
十
五
歳

に
達
し
た
か
た
の
場
合
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
拠
出
制
国
民
年
金
の
支

払
い
は
、
毎
年
二
月
、
五
月
、
八
月
、

十
一
月
の
四
回
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ

三
か
月
分
の
年
金
が
ま
と
・
め
て
支
払
わ

れ
ま
す
が
、
こ
の
証
書
を
手
に
さ
れ
た

か
た
が
た
の
喜
び
も
藷
ま
た
格
別
の
こ

と
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
い
づ
ま
で
も
、
、
い
つ
ま
で
も
年
金
を

受
け
へ
楽
し
い
生
活
を
お
く
っ
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　
・
年
金
請
求
の
，
手
続
き
は

　
十
年
年
金
を
か
け
ら
れ
て
、
・
満
六
十

五
歳
に
な
ら
れ
た
か
た
、
ま
た
は
、
六

十
歳
を
過
ぎ
て
年
金
の
繰
り
上
げ
支
給

を
希
望
さ
れ
る
・
か
た
は
、
印
か
ん
と
、

古
い
年
金
手
帳
を
持
っ
て
、
役
場
住
民

課
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
役
場
で
は
社
会
保
険
庁
へ
、
裁
定
の

請
求
を
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
」
　
し

．，・”。”・”々”・鱒。叫5岡。剛…◎蝿・”。岨ゆ”亀崩・時◎瞳唱づ鱒◎陶G・阿・の・・㌦曜◎画卿一、5昌◎の置喚5鱒蕎貿．画垂曹｛昌・∂i6・・身ら“』々64．・■尋。“・“・。巳6争』嬬．・聞々∂麗．・噌㌔一6・・㌔も㌦質““々翻9ひゆ『㌔調

十
一
月
二
十
五
日
に

　
　
合
同
七
つ
の
祝
い

　
子
ど
も
が
無
事
に
、
幼
児
期
を
す
こ

や
か
に
成
長
し
、
少
年
期
に
ほ
い
っ
た

こ
と
を
お
祝
い
す
る
合
同
「
七
つ
の
祝

い
」
を
、
こ
と
し
も
つ
ぎ
の
よ
う
に
行

な
い
ま
す
。

と
　
き
　
十
一
月
二
十
五
日
午
前
十
時

と
こ
ろ
江
南
中
学
校
体
育
館

服
装
幼
児
は
幼
稚
園
で
共
同
購
入

し
た
服
装
、
父
兄
は
な
る
べ
く
簡
単

　
な
服
装
で
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

共
同
募
金
に
感
謝

　
　
総
額
十
七
方
去
千
余
円

　
十
月
実
施
い
た
し
ま
し
た
共
同
募
金

に
つ
き
ま
し
て
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
募
金
額
を
左
記
の
と
お
り
得
ら
れ
、

県
共
同
募
金
会
に
送
金
い
た
し
ま
し
だ

め
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
b

　
』
昭
和
四
十
六
年
度
募
金
結
，
果

　
成
沢
　
　
　

二
六
、
八
O
O
円
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”
つ
勝
酌
い

　
の鷺

・
、

　
　
　
　
　
）

　、W＼

↑
，
議
員
の
ソ
フ
ト
、
『
郡
で
優
勝

　
十
月
二
十
日
大
里
郡
内
の
議
会
議
員

に
よ
る
、
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

江
南
中
学
校
々
庭
で
開
か
れ
、
江
南
村

が
見
ご
と
に
優
勝
し
ま
し
た
。

↓健康柏談重を設置

　村では保健婦が、み

なさんのたあによりい

つそうの活躍ができる

よう、健康相談車を設

置しました。

（

（

↑
若
い
か
た
の
意
見
を
聞
く

　
村
で
は
計
画
性
の
あ
る
行
政
の
参
考

と
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
依
頼
し
た
り

若
い
人
の
座
談
会
を
開
い
た
り
し
て
、

み
な
さ
ん
の
意
見
を
聞
い
て
い
ま
す
。

（

（

課
税
は
四
方
式
の
合
算
で

こ
う
し
て
決
ま
る
国
保
税

「
国
保
税
は
高
い
」
と
い
う
、
加
入
者

の
声
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
国
保
税
が
ど
の
よ
う

に
き
め
ら
れ
る
か
を
、
紹
介
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

◎
国
保
税
は
医
療
貴
の
二
十
五
響

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
国
民
健
康
保
険

は
、
病
気
や
け
が
な
ど
を
し
て
医
療
機

関
に
か
か
っ
た
場
合
、
こ
の
費
用
を
お

ぎ
な
う
た
め
に
、
医
療
機
関
に
対
し
て

医
療
費
を
支
払
う
こ
と
を
、
お
も
な
事

業
と
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
が
治
療
を
受
け
た
場
合
、

料
金
を
負
担
す
る
割
合
は
、
本
人
が
直

接
医
療
機
関
に
支
払
う
お
金
は
三
十

響
、
国
保
税
で
二
十
五
響
、
国
で
負
担

す
る
率
が
四
十
五
響
と
い
う
こ
と
が
、

国
の
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
村
で
は
、
医
療
費
を
基
礎
と

し
て
、
国
保
税
の
率
や
額
を
割
り
出
し

て
、
課
税
L
て
い
ま
す
。
『

　
そ
の
た
め
、
医
療
費
が
増
額
す
れ

ば
、
国
保
税
額
も
上
が
っ
て
く
る
と
い

う
わ
け
で
す
。

◎
課
税
は
．
四
つ
の
組
み
合
わ
せ
か
ら

課
税
の
方
法
は
、
・
普
通
使
わ
れ
「
る
の

が
四
方
式
と
い
つ
て
、
所
得
割
．
資
産

割
・
・
均
等
割
と
平
等
割
の
四
つ
を
組
み

合
わ
せ
て
、
税
額
が
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
こ
と
し
の
算
定
方
法
を
説
明
し
て
み

ま
す
と
、
所
得
割
は
、
前
年
度
課
税
所

得
額
の
一
・
二
暫
に
あ
た
る
額
、
資
産

割
は
、
固
定
資
産
税
額
の
十
五
響
に
あ

た
る
額
、
均
等
割
は
、
被
保
険
者
一
人

あ
た
り
千
八
百
九
十
円
、
平
等
割
の
場

合
は
、
．
一
世
帯
あ
た
り
二
千
九
百
六
十

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
四
つ
を
合
算
し
た
額
が
、

年
間
の
保
険
税
と
な
る
わ
け
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

保険税の課税方法〔例〕

税到税螢
1．2　　　　円

　100　　　6，000
　15
而　　　750

1，890円　　7，560

2，960円　　2∫960

基礎

　再500，000

5｝OCO

家族4人

1世帯

区分

17，270

所得割

資産割

均等割

平等割

年税額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　心　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟c　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　喚・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　璽々　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・■■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4鯉”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，略，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎暫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，司　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“爾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司々　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　q々　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　唇●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曜購　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e零　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ喝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o彫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い喝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　疇－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，卿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　電質　　　　　　　　　　　　　　　　　　剛∂　　　　　　　　　　　　　　　　　■い　　　　　　　　　　　　　　　　　専■　　　　　　　　　　　　　　　　　々　　　　　　　　　　　　　　　　，一　　　　　　　　　　　　　　　　購“　　　　　　　　　　　　　　　4『亀　　　　　　　　　　　　　　　，周　　　　　　　　　　　　　　　撃　　　　　　　　　　　　　　o■　　　　　　　　　　　　　　々　　　　　　　　　　　　　　5島　　　　　　　　　　　　　■う　　　　　　　　　　　　　鞠　　　　　　　　　　　　巳o　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　卿塞　　　　　　　　　　　■◎　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　鴨も　　　　　　　　　　々o　　　　　　　　　　い昌　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　o印　　　　　　　　一●　　　　　　　　“　　　　　　　　辱剛　　　　　　　一趣　　　　　　辱曙　　　　　　■　　　　　●一　　　　　冒■　　　　　Oo　　　　◎■　　　　噂“　　　脅o　　　－■一　　e辱冒　●一　り噛　e曜
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鷺－

三
　
本

上
新
田

上
押
切

下
押
切

樋
春
北

し
樋
春
南

御
正
新
田

須
賀
広

野
、
原

小
江
川

　
塩板

井

　
柴千

代

試
験
場

療
養
所

合
計

一
、
三
、
六
六
〇
円

　
‘
六
、
八
九
七
円

　
九
、
九
二
〇
円

　
七
、
一
三
八
円

『
O
、
四
五
〇
円

　
六
、
〇
一
〇
円

二
五
、
0
0
0
円

　
六
、
八
六
〇
円

一
〇
、
九
〇
〇
円

二
二
、
六
四
Q
円

　
六
、
○
O
O
円

一
三
、
五
四
〇
円

　
二
、
○
O
Q
円

　
五
、
五
九
七
円

　
一
、
一
〇
〇
円

　
一
、
○
○
○
円

一
七
五
、
六
〇
二
円

火
の
取
り
扱
い
に

　
　
　
　
　
　
注
意
を

・
※
国
保
税
は
、
国
保
事
業
で
の
た
だ

一
つ
の
自
主
財
源
で
す
。
こ
れ
が
確
保
糊

さ
れ
喜
ん
と
、
妻
斐
ム
ー
ス
に
糖
も
、
・
わ
突
髭
荏
、

運
営
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
納
煮
㎜

に
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

磯
購
無
鱗
欝
義
細
霧
鵜

　
　
十
一
月
二
十
六
日
か
ら
、
秋
の
火
災

　
　
予
防
運
動
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　
　
最
近
五
か
年
間
の
村
内
の
火
災
原
因

　
　
を
調
べ
て
み
ま
す
と
、
建
物
火
災
で
は

　
　
火
の
取
り
扱
い
に
よ
る
過
失
が
最
も
多

　
く
、
七
件
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
ま
た
、
思
わ
ぬ
た
ば
こ
ゐ
火
の
不
始

　
…
…
露
無
輻
糞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
ゆ
う
ぶ
ん

　
　
知
り
す
ぎ
る
ほ
ど
火
事
の
恐
ろ
し
さ
や

蟷
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
が
火
災
シ
炎
ン
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の
晶

鴨
作
⑤

よ
ほ
た
る
と
り

　
　
　
　
　
江
南
北
小
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
ま
き
子

　
　
　
　
欝
　
　
六
月
十
一
日
の

纏
羅
蹴
蛸

　
　
　
　
　
亭

　
　
㍗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
V

東
京
の
友
だ
ち
が
、
ホ
タ
ル
を
ほ
し
い

と
い
っ
て
い
る
ん
だ
け
ど
。
」
と
い
っ
た

　
「
い
る
こ
と
は
い
る
ん
だ
け
ど
、
今

目
農
薬
を
ま
い
た
か
ら
、
い
な
い
か
も

し
れ
な
い
よ
。
」
お
と
う
さ
ん
は
「
こ

ま
っ
た
な
あ
」
と
い
う
よ
う
な
顔
を
し

た
が
、
わ
た
し
と
お
と
う
さ
ん
で
、
ホ

タ
ル
を
取
り
に
行
く
こ
と
に
し
た
。

，
暗
い
道
を
歩
い
て
う
ら
の
川
へ
行
く

と
、
一
び
ぎ
の
ホ
タ
ル
も
い
な
い
。

「
や
っ
ば
ウ
死
ん
じ
ゃ
っ
た
ん
だ
よ
。
」

と
い
い
な
が
ら
、
川
の
へ
り
を
見
た
。

す
る
と
、
た
く
さ
ん
の
ホ
タ
ル
が
、
木

の
葉
や
、
草
の
葉
に
、
小
さ
な
電
気
の

よ
う
に
キ
ラ
キ
ラ
光
っ
て
い
た
。
わ
た

し
は
、
う
れ
し
く
て
う
れ
し
く
て
た
ま

ら
な
か
っ
た
。

　
ほ
う
き
で
、
寡
タ
ル
を
一
ぴ
き
ず
つ

川
の
中
へ
落
と
し
、
落
と
し
た
ホ
タ
ル

を
取
っ
た
。
光
っ
て
い
る
の
は
、
お
し

り
の
部
分
。
そ
の
光
り
は
ま
る
で
ダ
イ

ヤ
モ
ソ
ド
の
よ
う
な
、
ま
ぶ
し
い
光
り

だ
。
お
し
り
を
と
く
い
げ
に
か
が
や
か

せ
て
い
る
ホ
タ
ル
が
、
わ
た
し
に
は
と

て
も
り
っ
ば
に
見
え
た
』

　
ホ
タ
ル
を
取
り
な
が
ら
、

「
薬
を
ま
い
て
も
、
き
つ
と
こ
こ
に
は

か
か
ら
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
ホ
タ
ル

も
田
ん
ぼ
に
い
か
な
い
で
、
木
や
草
の

そ
ば
に
い
た
か
ら
助
か
っ
た
ん
だ
な
。
」

と
、
お
と
う
さ
ん
が
い
っ
た
。

　
そ
れ
を
き
い
て
、
わ
た
し
は
な
ん
だ

か
、
ホ
タ
ル
を
つ
か
ま
え
た
の
が
、
か

わ
い
そ
う
な
気
が
し
て
き
た
。
ホ
タ
ル

が
短
い
間
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
に

生
き
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
　
　
い
た
。
と
く
い
そ
う
に
も
見
え
る
し
、

と
っ
て
し
ま
う
な
ん
て
。
　
（
中
略
）
　
　
　
と
て
も
か
な
し
そ
う
に
も
見
え
た
。
わ

　
か
ご
に
入
れ
ら
れ
た
ホ
タ
ル
は
、
か
　
　
た
し
は
、
、
こ
の
ホ
タ
ル
、
東
京
へ
行
っ

わ
り
ば
ん
こ
に
、
』
お
し
り
を
光
ら
せ
て
　
　
た
ら
、
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
た

　
　
　
楽
し
み
な
か
た
つ
む
り
の

　
　
　
　
　
　
　
赤
ち
ゃ
ん
た
ん
じ
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
南
北
小
二
年
ふ
く
し
ま
せ
つ
子

　
瓢
鑛
　
　
む
さ
、
わ
た
し
が

て
、
く
さ
っ
て
い
る
キ
ャ
ベ
ツ
を
ど
か

七
て
見
る
と
、
か
た
つ
む
り
の
た
ま
ご

が
生
ん
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
た
ま
ご
は
、
白
く
て
、
小
さ
く
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

逡
穐
老
穐
～
＄
穐
≧
き
‡
竃
芝
　
憲
穐
之
眠
り
～
“

β》《》一殉脚》一》肉一《尽

の硬筆展や
　ポスターの原画に入選

）
　
全
国
国
土
緑
化
運
動
の
原

画
が
募
集
さ
れ
、
北
小
五
年

の
小
島
俊
明
君
の
ポ
ス
タ
ー
・

が
、
県
で
六
点
の
う
ち
の
代

表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
四
十
六
年
度

の
硬
筆
書
道
展
に
は
、
大
ぜ

い
の
児
童
の
作
品
の
な
か
か

ら
、
北
小
の
つ
ぎ
の
も
の
が
、

金
賞
、
銀
賞
に
選
ば
れ
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
輔
欝
　
鞭

　
　
　
騰

　
　
　
　
響
繋
灘
灘
灘
難

　
　
　
聾
灘
睡
・

）

た
。金

賞
　
一
年
　
さ
か
た
ひ
ろ
み

　
　
　
三
年
関
口
　
か
ず
み

　
　
　
五
年
　
橋
本
　
ま
き
こ

銀
賞
．
六
年
奥
野
　
文
　
子

’《一《嫉《解《牌》〃《ψ卿悸

ミ
リ
ぐ
ら
し
で
、
ま
る
く
て
、
五
十
三

こ
も
生
ん
で
あ
り
ま
し
た
。
お
か
あ
さ

ん
も
、
び
っ
く
り
し
て
、
早
く
、
わ
た

し
に
し
ら
せ
た
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
わ
た
し
は
、
四
時
間
目
が
お
わ
っ

て
、
お
友
だ
ち
の
み
っ
ち
ゃ
ん
と
家
へ

帰
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
お
か
あ
さ
ん

が
、
お
ど
ろ
い
た
よ
う
な
声
で
、

　
　
「
せ
っ
ち
ゃ
ん
、
か
た
つ
む
り
の
赤

ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
よ
。
」

と
い
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
び
つ
く

り
し
て
、

　
　
「
ほ
ん
と
う
。
『
」

と
い
っ
て
、
は
し
っ
て
い
っ
て
、
か
た

つ
む
り
の
家
を
も
っ
て
来
ま
す
と
そ
う

し
た
ら
、
ど
う
で
し
ょ
う
。

　
ほ
ん
と
う
で
す
。
ほ
ん
と
う
で
す
。

『
小
さ
な
小
さ
な
白
い
た
ま
ご
が
、
生
ま

れ
て
い
ま
し
た
。
わ
た
し
が
、

　
　
「
お
か
あ
さ
ん
、
ほ
ん
と
う
に
、
大

き
く
な
る
の
が
楽
し
み
ね
。
」

と
い
っ
た
ら
、
お
か
あ
さ
ん
が
、

　
　
「
は
や
け
る
か
、
は
や
け
な
い
か
わ

か
ら
な
い
よ
。
」

と
、
い
い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
そ
れ

）

）

を
聞
い
で
、
二
ど
び
っ
く
り
し
ま
し
た

　
「
で
も
、
さ
い
ご
ま
で
あ
き
な
い
で

や
れ
ば
、
か
た
つ
む
り
の
赤
ち
ゆ
ん
だ

っ
て
、
大
遂
く
な
る
ま
で
生
ぎ
て
い
る

に
ち
が
い
な
い
よ
。
」

と
い
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
大
き
く

な
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
ま
た
、
先
生

に
も
見
せ
る
の
が
、
楽
し
み
で
す
。

　
六
月
十
七
目

　
わ
た
し
は
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
や
先

生
に
見
せ
よ
う
と
思
っ
て
、
学
校
へ
も

っ
て
来
ま
し
た
。
く
る
時
は
、
と
て
も

い
い
気
も
ち
で
し
た
。
そ
れ
な
の
に
、

学
校
で
見
た
ら
、
ぜ
ん
ぶ
つ
ぶ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
あ
ん
な
に
い
い
気
も
ち
だ
っ
た
の
に

わ
た
し
は
き
ゅ
う
に
た
か
い
と
こ
ろ
か

ら
、
ひ
く
い
と
こ
ろ
へ
ひ
っ
ば
ら
れ
る

み
た
い
な
、
へ
ん
な
気
も
ち
に
な
り
ま

し
た
。
そ
っ
と
、
じ
ぶ
ん
の
ロ
ッ
カ
ー

へ
入
れ
て
お
き
ま
し
た
。
、

　
そ
れ
か
ら
は
、
お
べ
ん
き
ょ
う
が
、

よ
く
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
か
た
つ
む

り
の
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
で
、
む
ね
が
い

っ
ば
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
秋
か
ら
冬
か
ら
、
今
ま
で
、
楽
し
み

に
か
っ
て
い
た
の
に
i
。

（
中
略
）

　
た
ま
ご
が
つ
ぶ
れ
た
の
も
へ
い
気

で
、
大
き
な
か
た
つ
む
り
は
A
『
ま
い
目

の
ろ
の
ろ
う
ご
い
て
い
ま
す
。
わ
た
し

は
、
ま
だ
、
か
た
つ
む
り
の
赤
ち
ゃ
ん

の
こ
と
は
、
わ
す
れ
ま
せ
ん
。
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’農業緯合ゼ軽夕白φ建設きまる

　
↑

　
　
　
　
蒙

　
燕
耐
で
は
、
，
現

潅
梯
羨
農
業

㍉
構
造
改
善
事
業

ヒ
を
評
闘
レ
て
い

ま
す
が
、
こ
の

・
い
っ
か
ん
乏
し

て
、
本
年
度
、

御
正
農
協
北
側

　
に
、
農
業
総
合

セ
ソ
タ
ー
を
建

、
設
す
る
ヒ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
建
物
は
、
鉄

骨
コ
ソ
ク
リ
ー

ト
ニ
階
建
で
、

、
面
積
は
三
百
九

ー
十
一
平
方
メ
」

ト
ル
（
百
十
八

坪
）
で
す
。

　
・
み
な
さ
ん
も

ご
承
知
の
よ
う

に
、
最
近
の
農

業
情
勢
は
め
ま

ぐ
る
し
く
変
動

・
し
、
ー
く
わ
え
て
、

米
の
減
反
政
策
．

　
　
　
　
ハ
　
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
6

な
ど
、
農
業
為
米
．
麦
－
養
蚕
の
現
状

か
ら
脱
皮
し
た
経
営
の
転
換
を
は
か
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
農
業
構
造
改
善
事
業
で
は
、

自
立
経
営
農
家
の
育
成
の
た
め
、
米
集

団
、
・
そ
菜
集
団
な
ど
の
協
業
集
団
を
つ

く
り
、
こ
れ
に
対
応
し
た
農
業
経
営
組

織
の
拡
大
強
化
を
は
か
ゐ
た
め
の
指
導

研
修
の
場
と
し
て
の
、
役
割
が
は
た
せ

る
よ
う
、
こ
の
施
設
を
建
て
る
こ
と
が

き
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
さ
ら
に
今
後
、
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内

に
、
農
産
物
の
集
出
荷
場
も
建
設
し
て

研
修
施
設
と
集
出
荷
施
設
を
そ
な
え
、

農
業
経
営
の
合
理
化
を
は
か
る
と
と
も

に
、
農
業
者
の
資
質
向
上
を
は
か
り
、

純
農
村
地
域
と
し
て
の
、
生
活
環
境
の

整
備
を
進
め
て
ゆ
く
予
定
で
す
。

　
　
板
井
地
内
の

　
　
　
農
道
舗
装
き
ま
る

　
国
と
県
の
補
助
金
を
受
け
て
、
農
道

　
　
　
麦
作
に

　
　
　
　
　
　
休
耕
水
田

　
米
の
生
産
謁
整
で
は
、
農
家
の
み
な

さ
ん
に
大
変
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
、
た
い
せ
つ

も
奨
励
金

な
水
田
を
一
年
間

休
耕
に
し
、
荒
廃

し
た
ま
ま
に
し
て

お
く
こ
と
は
、
大

変
な
損
失
で
す
。

　
す
で
に
、
そ
菜

類
な
ど
の
栽
培
で

成
功
し
て
い
る
か

た
も
大
ぜ
い
お
り

ま
す
が
、
そ
の
ほ

か
に
、
水
田
裏
作

と
し
て
麦
を
作
付

け
し
て
、
表
作
の

水
稲
を
休
耕
す
る

方
法
も
あ
り
ま
す

　
こ
の
場
合
に
は

休
耕
地
と
し
て
何

も
作
ら
ず
に
い
た

と
き
よ
り
も
、
転

の

糊

轍

η

㎜

　　　　　　　　　嚢雛　　　　　灘

C
、

五粛封立震業総曾ごノダー

舗
装
事
業
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、
昭
和
四
十
一
年
か
ら
四
十

三
年
度
に
わ
た
る
基
盤
整
備
事
業
に
よ

る
板
井
幹
線
道
路
千
七
百
九
十
一
材
の

う
ち
、
小
川
県
道
南
小
原
か
ら
板
井
地

内
へ
の
九
百
九
十
一
材
で
、
本
年
度
中

に
舗
装
工
事
を
行
な
う
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噸
律

利
用
を
　
麟
鳩

作
奨
励
補
助
金
と
し
て
さ
ら
に
五
千
円

が
追
加
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
小
麦
や
ビ
ー
ル
麦
が

　
　
　
　
　
　
不
足
し
て
い
ま
す

　
最
近
、
麦
の
消
費
量
は
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
と
反
対
に
生
産
量
は

急
激
に
減
り
、
小
麦
の
場
合
、
国
内
消

費
量
の
八
十
六
パ
ー
セ
ソ
ト
ま
で
が
、

輸
入
小
麦
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
現
状

で
す
。

　
ま
た
、
う
ど
ん
、
し
ょ
う
油
、
ビ
ー

ル
な
ど
に
は
、
国
産
の
麦
が
入
ら
な
い

と
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、

麦
製
品
の
品
質
低
下
の
面
か
ら
も
、
非

常
に
重
要
な
問
題
で
す
。

　
政
府
で
も
、
現
在
、
農
家
の
申
し
込

み
に
よ
り
無
制
限
に
買
い
入
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
水
田
を
一
．

年
間
む
だ
に
休
耕
す
る
こ
と
の
な
く
、

機
械
化
な
ど
に
よ
る
省
力
栽
培
で
、
麦

類
の
転
作
を
行
な
う
の
も
、
一
つ
の
方

法
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ネ
　
コ

　
樹
の

ほ
ら
穴

の
巣
に

す
ん
で

い
た
ス

ズ
メ
の

る
す
に

あ
き
家

だ
と
思

っ
て
、

ネ瀞職
コ難郵
の　♂寸　　ノN

藷繊
　　心　漆
　　べ彰　　二・、
　　…数　、Yi

謙謙

住
み
こ
ん
だ
ウ
サ
ギ
、

分
の
家
だ
と
云
い
は
っ
て
ゆ
ず
ら
な
・

い
。
通
り
か
か
っ
た
ノ
ラ
ネ
コ
に
裁

判
を
た
の
ん
だ
コ

　
と
こ
ろ
が
、
は
じ
め
は
や
さ
し
く

言
つ
て
い
た
ネ
コ
は
、
二
匹
が
近
づ

『
く
や
い
な
や
ウ
サ
ギ
と
ス
ズ
メ
を
捕

え
て
、
食
っ
て
し
ま
っ
た
畑
み
て
い

た
、
カ
ラ
ス
は
い
っ
た
。
　
「
権
利
を

主
張
し
て
二
匹
と
も
死
ん
で
し
ま
つ

た
。
第
一
裁
判
官
が
悪
者
だ
。
」

　
　
　
　
　
　
　
（
イ
ソ
ッ
プ
物
語
）

　
　
　
諦
遍
■

　
　
　
　
　
お
互
い
に
自

話
し
あ
い
理
解
し
あ
う
こ
と
で
明
る
い
社

会
が
う
ま
れ
ま
す
。
．

悪
い
者
を
頼
っ
て
は
、
公
平
な
裁
き
な
ど

期
待
で
き
ず
、
よ
く
平
生
を
判
断
し
て
信
頼

で
き
る
人
に
頼
む
こ
と
が
必
要
で
す
。
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五
人
未
満
の
事
業
所
も

　
　
失
業
保
険
の
加
入
が
で
き
る

　
安
定
し
た
職
業
に
つ
き
、
し
あ
わ
せ

な
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
は
、
勤
労
者
の

さ
さ
や
か
な
夢
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
あ
る
日
突
然
、
な
ん
の
保

障
も
な
く
職
を
失
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
生
活
は
、
ま
ず
経
済
的
な
面
か

ら
破
た
ん
を
ぎ
た
す
で
し
ょ
う
。

　
ヒ
う
L
た
場
合
の
勤
労
者
の
生
活
を

保
障
す
る
た
め
に
、
来
年
四
月
一
日
か

ら
、
従
業
員
五
人
未
満
の
事
業
所
に
い

る
か
た
に
も
、
失
業
保
険
と
労
災
保
険

に
当
然
加
入
と
す
る
法
律
が
き
め
ら
れ

ま
し
た
。
そ
ご
で
村
の
商
工
会
で
は
、

九
月
一
目
か
ら
失
業
保
険
事
務
組
合
を

お
き
、
い
っ
さ
い
の
事
務
を
処
理
し
て

い
ま
す
か
ら
、
希
望
さ
れ
る
事
業
所

は
、
申
L
込
ん
で
く
だ
さ
い
つ

バ
イ
ク
で
も
強
制
保
険
に

　
　
　
必
ず
加
入
を

　
交
通
事
故
は
、
い
つ
わ
が
身
に
ふ
り

か
か
っ
て
く
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
も
し
あ
な
た
が
交
通
事
故
を

お
こ
し
た
ぢ
…
…
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車

で
強
制
保
険
に
入
っ
て
い
な
か
ヶ
た
た

め
に
、
、
経
済
的
な
破
た
ん
を
き
た
す
例

が
み
う
け
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
場
合
、
強
制
保
険
に
入
っ
て
い

れ
ば
、
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
と
い

ヶ
法
律
に
よ
っ
て
、
政
府
が
、
定
め
ら

れ
た
保
障
は
し
て
く
れ
ま
す
。

　
事
故
に
よ
っ
て
財
産
や
生
活
を
破
か

い
さ
れ
な
い
た
め
に
、
パ
イ
ク
等
必
ず

強
制
保
険
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難

・
将
来
性
抜
群

　
　
保
障
さ
れ
た
身
分
、
有
利
な
待
遇

・
二
等
、
陸
・
海
・
空
士

　
　
常
時
募
集
実
施
中

α
応
募
資
格

　
　
、
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満

　
　
中
学
校
卒
業
以
上

o
く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
課
（

有
線
二
〇
四
五
、
三
〇
四
一
番
）
へ
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

）

　妻の座と税金

　　　　所得税の配偶者控除

　「パートタイムによる収入がある妻に

ついて、配偶者控除が受けられるか？」

　家庭の主婦をめぐる税金について、お

知らせします・

　所得税には、いろいろの控除がありま

すが、そのうちの配偶者控除は、妻につ

、
《
～
、
《
《
‘
魎
’
臨
～
」
賢
，
巳
～
」
ロ
⊃
冨
》
、
々
～
～
⊂
｝
｛
》
、
｛
葺
ぽ
－
置
、
‘
）
4
｛
》
、
‘
電
’
、
⊂
’
胤
』
｛
，
！
｛
⊃
冒
》
、
4
｝
『
、
⊂
」
冨
》
｛
’
㌃
」
》
｛
’
隔
コ
｛
噛
（
’
罵
墨
｛
｝
｛
’
電
ヨ
」
も
’
Σ
一

ち茎…

　
　
あ
耳
に

五　目　豆

一材料4人分一
大豆　　　1カップ

こんにゃく　　1／2枚

干しいたけ　　　2枚

人じん　　　1／2本

ちくわ　　　　1本

砂とう　　大さじ4

しょうゆ　　大さじ3

〔
作
り
方
〕

①
大
豆
は
洗
っ
て
、
二
時
問
ほ
ど
水
に

つ
け
て
お
く
。

②
①
の
大
豆
を
な
べ
に
入
れ
、
た
っ
ぶ

り
の
水
を
加
え
、
お
と
し
ぶ
た
を
し
て

煮
る
。

③
こ
ん
に
ゃ
く
は
ゆ
で
て
、
さ
い
の
め

に
9
七
い
虎
廿
は
も
ど
し
て
、
人
じ
ん

》
と
じ
篠
晦
い
た
し
ま
し
よ
う

　
　
　
　
㌧
つ
カ
お
役
に
立
つ
と
き

が
あ
り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　》いての控除といえるものです。配偶者控

灘轟1柔蜜童1難1萎li礪灘灘鷺
跨界芋藻謬ッ安騒記嘉講袈のは、醐者に所得がなゆ、あっても
熱罐0採鯵卜全爵獄膝鰹1つぎの金額以下のかたで弘

〕変ねよ　　コ　つ電　　’TEL22－4505。い　　さ　　つ　う③る　》（2）所得が利子、不動産所得などであれ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ、＾＾一一晒＾一㌦《《一～～∩＾《＾ρ晒＾＾＾＾～＾＾｛’㌧～《‘h＾《＾＾＾’賢＾《～　むま1、その合計額が10万円以下の場合

1繕雛単艇羅縫詑）u）鷺麟騰載
を込たしっ　目　んまよ　りぱ’で　がが　　　’　　、
味んらてと胃ですくしもい湯”きレ　｝の合計瓜10万円以下の場合

璽魁喚浴款嬬見蕩「挺様’に1給与所得控除を差し引いた所得金額が15
ろ綿なう寝を・・のうめたよ輪く　なかを　1万円以下となりますから、配偶者控除が
でのい』o具　　　子効ら目う切臼な　’るら　　　7
すぬ前日を　　　も果かもoりよ　季は　　　｝受けられまする　　〔熊谷税務署〕

ま
す

）
》




